
マグニフィセント7：アップル、アマゾン・ドット・コム、
アルファベット、マイクロソフト、メタ・プラットフォームズ、
エヌビディア、テスラの平均

好発進を見せた2024年
米国株のリスクを考える

（出所）QUICKのデータをもとに当社作成（出所）QUICKのデータをもとに当社作成
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明けから好調な米国株市場。1月は NY
ダウ、S&P500ともに上昇し、いずれも
史上最高値を更新している。コロナ、イ
ンフレと2つのショックから回復してき

■ 図表1 米国株の主要指数の推移
（週次、2019年1月28日週～2024年1月22日週、2019年1月28日週=100）

■ 図表2  マグニフィセント7とS&P500の推移
（週次、2023年1月3日週～2024年1月22日週、2023年1月3日週=100）

た米国株は、このまま順調に推移するのだろうか?  こ
の先のリスク要因を見てみよう。
① 政策変更リスク
　今年は米大統領選がある。共和党政権となった場合に
は、これまでの政策が転換されることで、ネガティブな
影響が出る可能性は考えておきたい。保護主義による経
済のグローバル化の後退、脱炭素からの方向転換なども
気になるところ。
② 大型株への偏り
　米国株は大型株がけん引する流れが続いている。大型
ハイテク株の、いわゆるマグニフィセント7がS&P500
に占める比率は過去最高の3割近くに達している。これ

らの企業が全て好調なわけではない。モルガン・スタン
レーのウィルソン氏は1月にマイアミで開催された投資
関連のイベントで、「今ではマグニフィセント4だと考え
ており、それは業績に関連している」と語っている。
③ 金融緩和への過度の期待
　株高の背景には緩和的な金融政策への期待もある。
マーケットは、今年中にある程度利下げが進むと予想し
ているが、FRB関係者は慎重に判断する姿勢を崩してお
らず、見方には乖離がある状態。マーケットが楽観し過
ぎている可能性もありそうだ。
　力強い経済の回復に加え、円安も手伝って「シンプル
な米国株投資」が正解だったコロナショック以降のマー
ケット。しかし、今年は一筋縄ではいかない可能性もある。
グローバル経済の主役とも言える米国株への期待は継
続しつつも、様々なスタイルを活用し、リスクをコントロー
ルする必要もあるのではないだろうか。
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